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A-Policy

１
．
農
機
共
同
購
入
の
取
組
み

　

 　
全
国
生
産
者
１
万
人
の
声
を
反
映
し
開

発
し
た
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー（
60
馬
力
）

は
、
同
ク
ラ
ス
の
標
準
的
な
モ
デ
ル
と
比

較
し
て
概
ね
２
～
３
割
の
価
格
の
引
き
下

げ
を
実
現
し
生
産
者
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
長
野
県
で
累
計

１
０
０
台
を
目
標
に
受
注
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

　

 　
第
２
弾
と
し
て
本
年
６
月
に
、
中
型
ト

ラ
ク
タ
ー
（
28
～
35
馬
力
ク
ラ
ス
）
を
大

手
農
機
メ
ー
カ
ー
４
社
に
対
し
仕
様
を
提

示
し
開
発
要
求
を
行
い
ま
し
た
（
令
和
２

年
10
月
供
給
開
始
予
定
）。
今
秋
よ
り
購

入
の
事
前
申
込
み
の
受
付
を
始
め
、
積
み

上
げ
た
台
数
を
背
景
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
価
格
の
引
き
下
げ
に
つ
な
げ

ま
す
。

２
．
重
点
購
買
に
よ
る
県
域
推
奨
型
式
の

　
　
機
種
拡
大

　

 　
県
内
の
需
要
・
流
通
実
態
に
合
っ
た
県

域
推
奨
型
式
を
設
定
し
銘
柄
・
型
式
集
約

に
よ
る
購
買
メ
リ
ッ
ト
の
創
出
を
目
指
し

た
取
組
み
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ト
ラ
ク

タ
ー
２
型
式
、
畦
草
刈
機
１
型
式
、
管
理

機
２
型
式
の
計
５
型
式
に
加
え
、
本
年
度

は
歩
行
モ
ア
の
追
加
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
機
種
・
仕
様
・
価
格
水
準
に
対
す
る

評
価
は
良
好
で
、
今
後
も
県
内
生
産
者

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
型
式
を
拡
大
し
ま
す
。

３
．
共
同
利
用
形
態（
レ
ン
タ
ル
・

　
　
シ
ェ
ア
リ
ー
ス
）
の
活
用
促
進

　

 　
県
域
レ
ン
タ
ル
事
業
は
、
生
産
振
興
部

と
連
携
し
圃
場
の
排
水
対
策
と
し
て
カ
ッ

ト
ド
レ
ー
ン
の
貸
出
推
進
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
レ
ン
タ
ル
機
の
新
規
取
得
及
び

実
施
Ｊ
Ａ
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
コ

ン
バ
イ
ン
の
シ
ェ
ア
リ
ー
ス
事
業
は
、
Ｊ

Ａ
、
リ
ー
ス
会
社
と
シ
ェ
ア
チ
ー
ム
組
成

に
向
け
た
共
同
推
進
を
行
い
ま
す
。

４
．
中
古
農
機
の
流
通
促
進

　

 　
中
古
農
機
需
要
に
応
え
る
た
め
「
不
用

農
機
査
定
買
取
」
の
取
組
み
Ｊ
Ａ
の
拡
大

と
、
民
間
業
者
等
を
活
用
し
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
中
古
農
機
の
確
保
を
す
す
め
ま
す
。

全
農
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
中
古
機
情

報
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
の

中
古
農
機
情
報
を
掲
載
し
流
通
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

５
．
整
備
事
業
体
制（
Ｊ
Ａ
・
県
域
）
の

　
　
あ
り
方
検
討

　
 　

農
業
機
械
の
大
型
化
・
高
性
能
化
と
長

持
ち
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、大
規
模
農
家・

法
人
な
ど
の
担
い
手
か
ら
求
め
ら
れ
る
充

実
し
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス（
修
理
・
整

備
）
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
の

あ
る
べ
き
Ｊ
Ａ
・
県
域
の
整
備
事
業
体
制

の
検
討
を
す
す
め
、
現
行
の
県
域
整
備
セ

ン
タ
ー
は
整
備
機
受
入
体
制
の
強
化
な
ど

機
能
向
上
を
図
り
ま
す
。

６
．
協
同
経
営
Ｊ
Ａ
の
健
全
経
営
と

　
　
効
率
的
事
業
拠
点
体
制
の
構
築

　

 　
需
要
環
境
を
見
据
え
た
合
理
的
・
機
能

的
な
拠
点
・
要
員
配
置
の
検
討
を
す
す
め

ま
す
。
ま
た
一
体
運
営
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ

を
有
効
活
用
し
た
計
画
的
な
推
進
と
修
理

整
備
対
応
に
よ
り
事
業
収
支
改
善
に
向
け

た
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

７
．
ス
マ
ー
ト
農
業
関
連
機
械
へ
の
対
応

　

 　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

農
業
機
械
の
紹
介
や
提
案
を
、
行
政
・
関

係
部
署
・
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
Ｊ
Ａ
農
機

＆
資
材
フ
ェ
ス
タ
等
で
行
い
ま
す
。
完
全

自
動
飛
行
の
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
ド
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
は
供
給
に
関
す
る
整
理
を
行
い
、

生
産
振
興
部
と
共
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成

講
習
の
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

農業機械課

令
和
元
年
度 

農
業
機
械
課
重
点
方
針

農
業
機
械
課

　
長
野
県
農
協
生
産
資
材
事
業
推
進
協
議
会

は
７
月
19
日
㈮
と
20
日
㈯
の
両
日
、
長
野
市

の
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
で
23
回
目
と
な
る
「
Ｊ
Ａ

農
機
＆
資
材
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
の
「
新

し
い
時
代
も
Ｊ
Ａ
が
農
業
や
組
合
員
に
も
っ

と
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
願

い
を
込
め
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
～
令
和
元

年
～
Ｊ
Ａ
は
農
業
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」

と
し
ま
し
た
。
出
展
は
昨
年
よ
り
３
社
多
い

計
57
社
に
加
え
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
の
生
産
振

興
や
生
活
関
連
の
コ
ー
ナ
ー
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
や
Ｊ
Ａ
共
済
、

Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
や
信
州
産
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
等

の
協
力
も
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
挙
げ

て
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
の
提
案

　
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
野

県
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
加
速
化
事
業

の
概
要
に
加
え
、
フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム
様
に

よ
る
１
８
０
ｈａ
を
超
え
る
水
田
と
約
15 

ｈａ
の

野
菜
作
の
複
合
経
営
を
可
能
に
し
た
、
Ｉ
Ｔ

技
術
の
活
用
と
区
画
拡
大
に
向
け
た
取
組
み

の
講
演
が
あ
り
、
来
場
者
の
注
目
を
浴
び
ま

し
た
。
ま
た
、
主
要
メ
ー
カ
ー
が
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

農
業
機
械
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
デ
ー
タ
活
用
方
法
も
含
め
、
情
報
を
発
信

し
ま
し
た
。

　
会
場
外
で
は
、
草
刈
作
業
の
新
た
な
提
案

と
し
て
「
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
」、
活
用
の
幅

が
広
が
る
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
実
演
シ
ョ
ー
を

行
い
、
延
べ
４
７
０
名
に
体
感
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
新
発
売
が
相
次
い
で
い
る
「
ラ

ジ
コ
ン
草
刈
機
」
は
注
目
を
集
め
、
多
く
の

意
見
や
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

■
資
材
関
連
コ
ー
ナ
ー

　
「
全
国
生
産
者
１
万
人
の
声
×
Ｊ
Ａ
」
に

よ
り
開
発
さ
れ
た
60
馬
力
共
同
購
入
ト
ラ
ク

タ
ー
や
、
Ｊ
Ａ
農
機
担
当
者
が
現
場
の
声
か

ら
厳
選
し
た
「
Ｊ
Ａ
長
野
県
推
奨
型
式
」
を

一
同
に
展
示
し
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
農
業
機
械
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
10
月
か
ら
の

消
費
税
率
改
定
も
見
据
え
た
中
、
活
発
な
商

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
肥
料
農
薬
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
各
出
展
者
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
Ｐ
Ｒ

や
土
壌
診
断
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
提
案

を
行
い
ま
し
た
。
農
作
業
安
全
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
悲
惨
な
農
作
業
事
故
の
予
防
に
向
け
た

対
策
を
説
明
し
ま
し
た
。

■
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
関
連
コ
ー
ナ
ー

　

生
産
振
興
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
カ
ッ
ト
ド

レ
ー
ン
を
使
用
し
た
排
水
対
策
や
白
ネ
ギ
の

機
械
化
一
貫
体
系
等
を
紹
介
し
、
圃
場
へ
の

施
工
や
購
入
希
望
農
家
を
募
り
ま
し
た
。
生

活
燃
料
関
連
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
ネ
オ
ス
Ｔ

カ
ー
ド
や
Ｊ
Ａ
ま
ご
こ
ろ
宅
配
事
業
等
を
情

報
発
信
し
、
新
規
加

入
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
農
産
物
直
売

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
Ｊ

Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

産
ス
イ
カ
の
試
食
販

売
を
行
い
、「
甘
く

て
お
い
し
い
」
と

い
っ
た
声
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
終
日
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
信
州
産
な
め
た
け
進
呈
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
り
ん
ご
三
兄
弟
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
の
販
売
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等
、
家

族
連
れ
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
日
間
の
受
付
来
場
者
５
，
８
４
４
名

（
目
標
５
，
０
０
０
人
）、
成
約
金
額
約
16
億

５
千
万
円（
目
標
16
億
円
）
と
目
標
を
上
回

る
盛
大
な
フ
ェ
ス
タ
と
な
り
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
農
業
と
注
目
機
械
が
勢
ぞ
ろ
い

「
Ｊ
Ａ
農
機
＆
資
材
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」盛
況

共同購入トラクターおよび県域推奨型式

ナイルワークスドローンオペレーター養成講習会
※表紙左上の写真／JA農機＆資材フェスタでのテープカットの様子

各種展示で賑わう会場

ラジコン草刈り機のデモンストレーション
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名
古
屋
販
売
事
務
所

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
名
古
屋
販
売
事
務
所
は
８

月
３
日
㈯
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
協
力
の
下
、

重
点
実
需
者
の
ユ
ニ
ー
㈱
と
共
同
で
「
収
穫

体
験
食
育
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
中

京
地
区
の
ユ
ニ
ー
・
ア
ピ
タ
６
店
舗
を
ご
利

用
の
お
客
様
か
ら
抽
選
で
13
組
27
名
を
Ｊ
Ａ

み
な
み
信
州
管
内
に
招
待
し
、
収
穫
体
験
や

料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
中
に
飯
田
市
の
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
に

到
着
し
た
一
行
は
、「
親
子
料
理
教
室
」
で

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ぶ
な
し
め

じ
の
特
徴
や
調
理
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
夏

野
菜
カ
レ
ー
、
７
種
類
の
サ
ラ
ダ
、
き
の
こ

ス
ー
プ
を
調
理
し
ま
し
た
。
食
べ
る
前
に
は

ユ
ニ
ー
担
当
者
か
ら
「
い
た
だ
き
ま
す
・
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
の
紙
芝
居
で
「
食
」
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
学
び
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が

野
菜
を
切
り
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
て
作
っ

た
カ
レ
ー
は
、
格
別
に
お
い
し
い
カ
レ
ー
に

な
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
ぶ
な
し
め
じ
の
収
穫
体
験
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
栽
培
ビ
ン
か
ら
生
え

て
い
る
き
の
こ
を
収
穫
し
、
株
を
壊
さ
な
い

よ
う
に
袋
に
入
れ
、
お
み
や
げ
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、パ
プ
リ
カ
、キ
ュ

ウ
リ
の
各
圃
場
で
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
、
生
産
に
つ
い
て

の
説
明
や
採
り
方
、
見
分
け
方
を
聞
き
、
35

度
を
超
え
る
猛
暑
の
中
、
お
い
し
そ
う
な
野

菜
を
見
極
め
よ
う
と
親
子
で
相
談
し
て
収
穫

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
い
く
つ
も

の
収
穫
体
験
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
苦

手
な
き
の
こ
を
克
服
で
き
た
」「
子
ど
も
に

野
菜
が
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
か
っ

た
の
で
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、長
野
県
産
農
産
物
の「
お

い
し
さ
」「
新
鮮
」「
安
全
」
を
現
地
で
体
験

し
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
、

小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
に
催
行
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
消
費
地
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
産

地
の
魅
力
を
発
信
し
、
長
野
県
産
を
選
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
宣
伝
活
動
を
行
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
管
内
で「
収
穫
体
験
食
育
ツ
ア
ー
」

野
菜
花
き
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
全
農
長
野
花
き
専
門
委
員
会
は
７

月
25
日
㈭
と
26
日
㈮
の
２
日
間
、
長
野
市
の
Ｊ
Ａ
長
野

県
ビ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
「
第
51
回
信
州
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ー
サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
春
先
は
低
温
で
推
移
し
、
梅
雨
入
り
は
平

年
並
み
で
し
た
が
降
水
量
が
多
く
日
照
時
間
も
非
常
に

少
な
く
推
移
し
た
た
め
、
生
育
は
全
般
的
に
遅
れ
気
味

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
生
産

者
・
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
長
野
県
各
地
か
ら
切
花

４
０
１
点
が
出
品
さ
れ
、
審
査
の
結
果
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の

林
俊
哉
さ
ん
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ「
ロ
マ
リ
ン
ブ
ラ
ン
」

が
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
出

品
さ
れ
た
切
り
花
の
レ
ベ
ル
は
総
じ
て
高
く
、
そ
の
中

で
も
林
さ
ん
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
花
色
が
鮮
明
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、
花
蕾
の
整
理
や
枝
の
仕
立
て
も

し
っ
か
り
出
来
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、
最
高
賞
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
県
内
生
産
者
が
製
作
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
や
花
束
の
即
売
、品
評
会
出
品
花
の
展
示・

予
約
販
売
も
あ
り
、
新
鮮
な
花
を
買
い
求
め
る
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、

来
場
者
に
よ
る
出
品
花
の
人
気
投
票
を
行
い
、
来
場
者

の
皆
さ
ん
は
出
品
花
を
よ
り
真
剣
に
観
察
し
て
い
ま
し

た
。
人
気
投
票
に
よ
り
一
般
の
方
か
ら
の
評
価
を
生
産

者
の
皆
さ
ん
も
知
る
こ
と
が
出
来
、
有
意
義
な
取
組
み

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
野
県
花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会

と
の
協
力
に
よ
り
小
学
生
へ
の
花
育
教
室
、
会
場
内
に

お
け
る
装
飾
や
展
示
も
併
催
し
ま
し
た
。
花
育
教
室
で

は
若
手
生
産
者
も
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
加
わ
り
、
将

来
の
消
費
拡
大
へ
向
け
花
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
一
方
、
会
場
ス
テ
ー
ジ
は
長
野
県
生
花
商
業
協

同
組
合
に
よ
る
作
品
で
装
飾
さ
れ
、
消
費
宣
伝
の
場
と

し
て
大
変
効
果
の
あ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
は
、
生
産
者
の
栽
培
技
術
向

上
と
長
野
県
産
花
き
類
の

素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
消

費
者
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、毎
年
夏（
隔

年
で
７
月
・
９
月
交
互
開

催
）
と
冬（
２
月
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

長
野
県
産
花
き
類
の
生
産

振
興
と
、
消
費
拡
大
に
努

め
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
に
林
俊
哉
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
上
伊
那
）の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

～
第
51
回
信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー 

サ
マ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
～

賞

品
目
名

品
種
名

氏
名

J
A
名

農
林
水
産
大
臣
賞
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ロ
マ
リ
ン
ブ
ラ
ン

林　

俊
哉

上
伊
那

農
林
水
産
省

生
産
局
長
賞

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

セ
イ
シ
ェ
ル

名
取　

靖

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ワ
ン
ダ
ー
ス
イ
ー
ト

㈲
末
広
農
園

上
伊
那

農
林
水
産
省

関
東
農
政
局
長
賞
輪
ギ
ク

ス
ー
パ
ー
イ
エ
ロ
ー

三
井　

静
明

信
州
諏
訪

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ジ
ュ
リ
ア
ス
ラ
ベ
ン
ダ
ー
原
田　

邦
彦

信
州
諏
訪

全
国
農
業
協
同
組
合

連
合
会
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

バ
リ

中
原　

睦
男

上
伊
那

デ
ィ
ス
バ
ッ
ド
マ
ム

ロ
サ
ー
ノ
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
田
中　

学

信
州
諏
訪

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

ク
レ
オ
ス

星
野　

仁
志

信
州
諏
訪

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

髙
田　

正
英

信
州
う
え
だ

長
野
県
知
事
賞

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ア
ン
バ
ー
ダ
ブ
ル
ミ
ン
ト
原
田　

里
美

佐
久
浅
間

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

マ
ン
ダ
レ
イ

小
池　

直
志

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ゼ
ン
ブ
ラ

農
事
組
合
法
人
ら
い
ふ

上
伊
那

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

ク
レ
オ
ス

百
瀬　

明

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

し
ろ
く
ま
の
ワ
ル
ツ

中
込　

新
一

上
伊
那

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

モ
モ
カ

依
田　

康
志

佐
久
浅
間

日
本
花
き
卸
売
市

場
協
会
長
賞

鉄
砲
ユ
リ

新
鉄
砲
百
合

伊
藤　

豊

上
伊
那

ヒ
ペ
リ
カ
ム

マ
ジ
カ
ル
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
グ
ロ
ウ

梨
元　

茂

な
が
の（
み
ゆ
き
）

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ピ
ー
チ
ェ

唐
澤　

勲

上
伊
那

フ
ラ
ワ
ー
産
業

議
員
連
盟
会
長
賞
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

夕
映

町
屋　

睦
雄

信
州
う
え
だ

長
野
県

農
業
協
同
組
合

中
央
会
長
賞

輪
ギ
ク

ス
ー
パ
ー
イ
エ
ロ
ー

小
池　
一
司

信
州
諏
訪

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
サ
ク
ラ

石
井　

忠
雄

佐
久
浅
間

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

マ
テ
ィ
ー
ニ

赤
羽　

今
男

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ベ
ル
ー
ガ

酒
井　

弘
道

上
伊
那

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

モ
ン
ブ
ラ
ン

小
林　

芳
文

佐
久
浅
間

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

バ
イ
パ
ー
ワ
イ
ン

吉
田　

あ
さ
子

佐
久
浅
間

全
国

農
業
協
同
組
合

連
合
会

長
野
県
本
部
長
賞

リ
ン
ド
ウ

ア
ル
プ
ス
の
清
風

金
子　

利
美

信
州
諏
訪

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

シ
ャ
イ
ン
ホ
ワ
イ
ト

小
池　

真
喜

信
州
諏
訪

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

ピ
ン
ク
パ
ー
ロ
ッ
ト

柿
嶌　

勲

信
州
う
え
だ

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

古
畑　

雅
一

上
伊
那

ス
タ
ー
チ
ス

ネ
オ
ブ
ル
ー

百
瀬　

友
満

信
州
諏
訪

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

パ
リ
ス

阿
部　

和
博

佐
久
浅
間

長
野
市
長
賞

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

セ
レ
ブ
ホ
ワ
イ
ト

藤
森　

英
一

信
州
諏
訪

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

ハ
ー
ヴ
ェ
イ

半
田　

航
志

信
州
諏
訪

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

運
営
委
員
長
賞

輪
ギ
ク

紅
久

金
子　

富
勇

信
州
諏
訪

輪
ギ
ク

ス
ー
パ
ー
イ
エ
ロ
ー

名
取　

照
雄

信
州
諏
訪

ス
プ
レ
ー
ギ
ク

シ
ュ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー

栁
澤　

茂
典

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

丸
田　

旭
雄

上
伊
那

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

夕
映

矢
島　

昭
八

信
州
う
え
だ

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

ピ
ノ

日
下　

裕
之

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

ミ
ス
ト
ラ
ル

㈲
信
州
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

上
伊
那

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

コ
レ
ゾ
ブ
ル
ー

原
田　

勝
己

佐
久
浅
間

カ
ラ
ー

ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ウ
ン

島
田　

武

グ
リ
ー
ン
長
野

セ
ダ
ム

オ
ー
タ
ム
ジ
ョ
イ

竹
林　
一二

グ
リ
ー
ン
長
野

ダ
リ
ア

熱
唱

宮
澤　

和
博

み
な
み
信
州

宿
根
カ
ス
ミ
草

ア
ル
タ
イ
ル

矢
崎　

深
志

信
州
諏
訪
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酪
農
課

S
S
協
同
経
営
課

　
２
０
１
８
年
度
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
全
国
優
秀
Ｓ

Ｓ
表
彰
制
度
に
お
い
て
、
７
月
30
日
㈫
グ

ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
開
催

さ
れ
た
２
０
１
８
年
度
全
国
優
秀
Ｓ
Ｓ
感

謝
式
に
、
協
同
経
営
S
S
「
Ｊ
Ａ
み
な
み

信
州
カ
リ
ス
た
か
ぎ
Ｓ
Ｓ
」
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
全
国
各
地
か
ら
５
９
５

Ｓ
Ｓ
、
ま
た
特
約
店
・
販
売
店
含
め
約

８
０
０
名
が
招
待
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信

州
カ
リ
ス
た
か
ぎ
Ｓ
Ｓ
か
ら
は
加
藤
敬
至

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。
表
彰

は
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
大
田
勝
幸
代

表
取
締
役
社
長
よ
り
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
為
末
大
様
か
ら

「
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
優
秀
Ｓ
Ｓ
表
彰
制
度
と
は
、
エ
ン

ト
リ
ー
制
で
総
合
賞
と
特
別
賞
が
あ
り
ま

す
。
総
合
賞
は
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
と
フ

ル
サ
ー
ビ
ス
の
区
別
の
な
い
共
通
の
表
彰

基
準
で
、
４
月
～
３
月
の
燃
料
油
販
売
数

量
、
カ
ー
ド
決
済
数
量
、
油
外
収
益
の
す

べ
て
が
前
年
比
１
０
０
％
以
上
、
か
つ
前

提
条
件
の
覆
面
調
査
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
サ
ー
ベ

イ
総
合
評
価
２
回
平
均
Ａ
ラ
ン
ク
85
％
以

上
、
Ｗ
金
額（
油
外
収
益
マ
イ
ナ
ス
人
件

費
）
が
４
月
～
１
月
平
均
で
０
円
以
上
を

設
け
、
総
合
的
に
前
年
よ
り
も
成
果
を
あ

げ
た
Ｓ
Ｓ
を
表
彰
し
ま
す
。
特
別
賞
は
、

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
提
供
す
る
４

つ
の
業
態（
Ｄ
ｒ
．
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
、
エ
ク

ス
プ
レ
ス
／
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｊ
ｅ
ｔ
、
セ
ブ
ン
︱

イ
レ
ブ
ン
複
合
店
、
ド
ト
ー
ル
複
合
店
）

を
運
営
す
る
Ｓ
Ｓ
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
て
優
秀
な
実
績
を

あ
げ
た
Ｓ
Ｓ
を
表
彰
し
ま
す
。

　
カ
リ
ス
た
か
ぎ
Ｓ
Ｓ
は
総
合
賞
セ
ル
フ

部
門
で
燃
料
販
売
数
量
前
年
比

１
０
１・
４
％
、
カ
ー
ド
決
済
数
量
前
年

比
１
０
０・
２
％
、
油
外
収
益
は
主
に
年

間
タ
イ
ヤ
販
売
本
数
約
２
，
０
０
０
本
の

実
績
を
も
ち
、
前
年
比
１
３
１・
９
％
と

３
つ
の
表
彰
基
準
を
超
え
、
前
提
条
件
の

Ｗ
金
額
６
，
１
５
８
千
円
、
Ｍ
Ｓ
サ
ー
ベ

イ
２
回
と
も
に
Ｓ
ラ
ン
ク
97
％
の
実
績
を

の
こ
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
数
２
，
５
３
５
Ｓ

Ｓ
の
中
か
ら
、
感
謝
式
招
待
枠
の
上
位

３
０
０
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
Ｍ

Ｓ
サ
ー
ベ
イ
の
高
評
価
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

業
で
最
も
大
切
で
あ
る
顧
客
満
足
を
獲
得

し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
Ｗ
金
額
か
ら
わ
か

る
適
正
な
経
営
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
大
き
く
前
年
実
績
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
た
要
因
で
す
。
カ
リ
ス
た
か
ぎ
Ｓ
Ｓ
は

加
藤
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
全
Ｓ
Ｓ

ス
タ
ッ
フ
一
体
感
の
あ
る
運
営
体
制
を
築

い
て
い
ま
す
。

　
７
月
以
降
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ブ
ラ
ン
ド
統

合
に
よ
り
更
に
Ｓ
Ｓ
業
界
は
厳
し
い
局
面

を
迎
え
ま
す
が
、
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
は
、
今

後
も
組
合
員
・
お
客
様
目
線
に
立
っ
た

J
A
-Ｓ
Ｓ
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

J
A
み
な
み
信
州
カ
リ
ス
た
か
ぎ
Ｓ
Ｓ　

全
国
優
秀
Ｓ
Ｓ
表
彰
!!表彰を受けた関東第2支店SSの代表者

カリスたかぎＳＳの加藤マネージャー（右）とスタッフ

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
酪
農
課
は
７
月
25
日

㈭
、
松
本
市
の
信
州
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
㈱

で
「
平
成
30
年
度
長
野
県
乳
質
改
善
共

励
会
」
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
励
会
は
年
間
出
荷
乳
量

３
０
０
ｔ
以
上
の
部（
第
１
部
）、

１
５
０
ｔ
以
上
３
０
０
ｔ
未
満
の
部

（
第
２
部
）、
１
５
０
ｔ
未
満
の
部（
第

３
部
）
と
し
、
年
間
36
回
の
乳
質
検
査

値
を
得
点
化
し
、
現
地
審
査
を
行
い
表

彰
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
入
賞
さ
れ
た
生
産
者
は
、

日
々
の
飼
養
管
理
に
お
い

て
「
安
心
・
安
全
の
信
州

産
生
乳
」
の
出
荷
を
心
掛

け
、
牛
舎
内
外
の
整
理
整

頓
・
牛
床
の
管
理
等
を
徹

底
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
県
知
事
賞
を
受
賞
さ

れ
た
第
１
部
の
渡
辺
俊
夫

さ
ん
（
南
信
酪
農
協
）、

第
２
部
の
草
田
良
則
さ
ん

（
伊
那
酪
農
協
）、
第
３
部

の
萬
谷
宏
さ
ん
（
南
信
酪

農
協
）
の
３
名
は
、
乳
質
に
お
け
る
総

合
得
点
も
高
く
、
日
々
の
飼
養
管
理
や

環
境
整
備
等
の
賜
物
で
す
。

　
こ
の
共
励
会
を
通
じ
て
、
生
産
者
の

皆
さ
ん
は
「
安
全
・
安
心
な
信
州
の
生

乳
」
を
出
荷
し
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

は
「
安
全
・
安
心
な
信
州
の
牛
乳
」
を

喜
ん
で
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
乳

質
向
上
と
消
費
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
長
野
県
牛
乳
普
及
協
会
は
８
月
３
日
㈯
、
長
野

市
の
長
野
県
立
大
学
で
「
第
38
回
牛
乳
・
乳
製
品

利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
長
野
県
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
利
用

普
及
拡
大
を
目
的
と
し
て
お
り
、料
理
の
普
及
性・

独
創
性
・
味
覚
・
利
便
性
・
総
合
を
得
点
化
し
、

入
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
応
募
総
数
90
点
の
中
か
ら
書
類
審
査

で
選
考
さ
れ
た
９
名
に
よ
る
実
技
審
査
を
行
い
、

最
優
秀
賞（
長
野
県
知
事
賞
）
に
は
赤
松
龍
一
さ

ん
と
古
川
雄
大
さ
ん
（
長
野
工
業
高
等
学
校
）
の

「
和
風
わ
さ
び
プ
リ
ン
」
が
、
優
秀
賞（
長
野
県

乳
業
協
会
長
賞
）
に
は
森
美
侑
季
さ
ん
（
飯
山
高

等
学
校
）
の
「
信
田
の
チ
ー
ズ
肉
巻
き
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
料
理
は
、
皆
さ
ん
の
料
理
の

腕
前
は
も
ち
ろ
ん
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
利

用
し
て
料
理
を
い
か
に
お
い
し
く
す
る
か

が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
応
募
さ
れ
た
料
理

は
ど
れ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
や
工
夫

を
凝
ら
し
た
作
品
が
多
く
、
選
考
に
は
大

変
苦
慮
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
赤
松
さ
ん
か
ら
は
「
牛
乳
・
乳
製
品
が

好
き
で
、
日
頃
か
ら
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
か
を
考
え
た
結
果
、
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
牛
乳
・
乳
製
品

の
新
た
な
料
理
利
用
の
普
及
と
、
後
援
を
い
た
だ

い
た
関
係
団
体
と
共
に
「
安
全
・
安
心
の
信
州
産

牛
乳
」
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
平
成
30
年
度
長
野
県
乳
質
改
善

共
励
会
」表
彰
式

第
38
回
牛
乳・乳
製
品
利
用
料
理

コ
ン
ク
ー
ル

受賞者一覧� （敬称略）
賞 受賞者 ＪＡ・農協名

第 1部
最優秀賞 渡辺　俊夫 南信酪
優秀賞 吉沢　鷹浩 長野八ヶ岳
優良賞 雫田　　茂 長野八ヶ岳

第 2部
最優秀賞 草田　良則 伊那酪
優良賞 ㈲北アルプス牧場 南信酪

第 3部
最優秀賞 萬谷　宏 南信酪
優秀賞 杉田千代治 信州うえだ

第38回牛乳・乳製品利用料理コンクール長野県大会受賞者� （敬称略）
賞 受賞者 料理名

最優秀賞（長野県知事賞） 赤松龍一、古川雄大 和風わさびプリン
優秀賞（長野県乳業協会長賞） 森美侑季 信田のチーズ肉巻き

優良賞
（JA全農長野県本部長賞）

※順不同

新井彩乃 きのこのまっしろ冷製ポタージュ
鈴木梓、滝沢侑実、
荒井美咲、本多茉名実、
小川真季、永田優芽

えだ豆たっぷりチーズトッポギ！！

優良賞
（長野県牛乳普及協会長賞）

※順不同

竹森友梨 まろやかバタースコッチシナモンパイ
渡邉愛 栄養満点つくねのミルクスープ
石山愛花 キノコのゴマクリームパスタ
佐藤詩桜 クリームリンゴそば

森山拓人、大谷海人 チーズミルク御幣餅

前列左から 滝沢侑実、赤松龍一、
森美侑季、新井彩乃
後列左から 森山拓人、石山愛花、
竹森友梨、渡邉愛、佐藤詩桜

※表紙右上写真／最優秀賞作品　赤松龍一さん、古川雄大さん 作「和風わさびプリン」
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施
設
住
宅
課

大
阪
販
売
事
務
所

東
京
販
売
事
務
所

大
阪
販
売
事
務
所

　
長
野
県
野
菜
販
売
推
進
協
議
会
葉
菜
専
門
委

員
会
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
東
京
販
売
事
務
所
は
８

月
２
日
㈮
、
東
京
・
大
田
市
場
内
で
「
白
菜
査

定
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
梅
雨
の
天
候
不
順
と
梅
雨
明
け
後

の
高
温
に
よ
り
、
白
菜
の
品
質
低
下
が
深
刻
な

状
況
の
中
、
現
在
の
品
質
状
況
や
産
地
間
の
品

質
格
差
の
実
態
を
県
内
産
地
に
つ
な
げ
、
品
質

改
善
を
促
す
た
め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
査
定
会
に
は
京
浜
地
区
卸
売
会
社
の
白
菜
担

当
者
14
名
が
出
席
し
、
お
よ
そ
１
時
間
30
分
に

亘
り
、
県
内
各
産
地
の
ほ
か
、
北
海
道
と
群
馬

県
産
の
白
菜
を
査
定
し
ま
し
た
。

　
査
定
項
目
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
、
玉
揃
い
、
病

害
虫
の
発
生
、
芯
腐
れ
・
ゴ
マ
の
発
生
な
ど
10

項
目
と
し
、
各
項
目
に
つ
い
て
詳
細
な
査
定
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
査
定
の
結
果
、
本
県
産
は
北
海
道
・
群
馬
県

産
よ
り
は
高
評
価
を
得
ま
し
た
が
、
品
質
低
下

や
産
地
間
で
の
品
質
格
差
等
の
課
題
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
査
定
結
果
は
、
よ

り
良
い
白
菜
の
生
産
・
出
荷
に
つ
な
が
る
よ
う
、

県
内
各
産
地
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　
盆
明
け
以
降
、
秋
商
材
の
動
き
の
本
格
化
が

見
込
ま
れ
る
中
、
東
京
販
売
事
務
所
で
は
消
費

地
お
よ
び
産
地
双
方
の
情
報
を
正
確
に
発
信
し
、

卸
売
会
社
と
の
連
携
や
実
需
者
確
保
を
進
め
、

最
良
の
販
売
結
果
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

白
菜
品
質
の
高
位
平
準
化
を
目
指
し
て

～
東
京
販
売
事
務
所
で「
白
菜
査
定
会
」開
催
～

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所

は
、
７
月
９
日
㈫
か
ら
11
日
㈭
に
京

都
市
の
ス
ー
パ
ー
「
新
鮮
食
品
館
ア

イ
ハ
ー
ト
」
で
、
７
月
13
日
㈯
と
14

日
㈰
に
京
田
辺
市
の
焼
肉
店「
牛
匠

か
ぐ
ら
」
で
、
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛

肉
と
県
産
野
菜
の
宣
伝
会
を
開
き
ま

し
た
。
牛
肉
と
野
菜
は
基
本
的
な
流

通
経
路
が
違
う
た
め
、
一
緒
に
宣
伝

会
を
開
く
こ
と
は
な
く
今
回
初
め
て

の
試
み
で
す
。

　
ア
イ
ハ
ー
ト
で
は
試
食
に
「
信
州

プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
と
レ
タ
ス
の
焼
き

し
ゃ
ぶ
」
を
提
供
。
和
牛
の
旨
さ
と

レ
タ
ス
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食

感
が
合
い
、
好
評
で
し
た
。
一
方
、

レ
ス
ト
ラ
ン
街
の
一
角
に
あ
る
牛
匠

か
ぐ
ら
で
は
店
頭
に
売
り
場
を
作
り
、

県
産
レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
の
販
売
と
信
州
プ
レ
ミ

ア
ム
牛
肉
特
別
販
売
会
を
同
時
開
催

し
ま
し
た
。
お
客
様
は
、「
鮮
度
が

い
い
」「
こ
れ
か
ら
は
長
野
県
産
の

キ
ャ
ベ
ツ
を
買
う
」
と
県
産
フ
ァ
ン

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の

取
扱
店
舗
で
野
菜
の
宣
伝
会

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所
は
７
月
27
日
㈯

と
28
日
㈰
の
２
日
間
、
関
西
の
量
販
店
17
店
舗
で
Ｊ

Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
産
す
い
か
の
一
斉
消
費
宣
伝
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
９
店
舗
で
宣
伝
会
を
行
っ
た
コ
ー
プ

こ
う
べ
で
は
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
生
産
者
や

職
員
で
つ
く
る
農
産
物
販
売
促
進
隊「
美
味
し
さ
と

ど
け
隊
」
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
宣
伝
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　
試
食
は
「
甘
く
て
お
い
し
い
」「
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ

し
て
み
ず
み
ず
し
い
」
と
好
評
で
、
１
４
０
玉
以
上

を
販
売
し
た
店
舗
も
あ
り
ま
し
た
。

大
阪
で「
す
い
か
」

一斉
宣
伝
会

　
７
月
31
日
㈬
、
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州「
市
田
柿
工
房
拡
張
工

事
」
が
国
の
補
助
事
業
を
受
け
、
竣
工
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
に
「
市
田
柿
工
房
」
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
、
予
想
以
上
に
扱
い
量
が
増
大
、
更
に

販
売
環
境
の
変
化
に
も
対
応
す
る
た
め
、
拡
張
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
拡
張
は
、
鉄
骨
造
２
階
建
て
の
新
施
設
と
既
存
施

設
の
設
備
増
設
で
、
２
つ
の
施
設
を
一
体
的
に
使
用
す
る
こ

と
で
、
生
柿
の
年
間
処
理
容
量
が
３
０
０
ｔ
か
ら
６
０
０
ｔ
、

干
柿
の
年
間
処
理
容
量
が
３
７
５
ｔ
か
ら
４
７
０
ｔ
へ
と
そ

れ
ぞ
れ
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
新
施
設
で
は
生
柿
を
受
入
れ
、
主
に
選
別
・
乾
燥
を
行
い
、

乾
燥
さ
せ
た
干
柿
を
既
存
施
設
で
選
別
、
計
量
・
包
装
し
、

製
品
と
し
て
出
荷
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
加
工
機
能
の
拡
充
と
、
需
要
期
の
売
り
場
確
保
に

よ
り
生
産
者
パ
ッ
ケ
ー
ジ
品
の
安
定
販
売
を
実
現
す
る
と
共

に
、
選
別
包
装
機
能
の
拡
充
で
、
多
様
化
す
る
販
売
へ
対
応

し
、
売
上
げ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
「
市
田
柿
工
房
拡
張
」
に
よ
り
市
田
柿
産
地
の
維
持
、

ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
施
設
の
設
計
監
理
は
全
農
長
野
県
本
部
施
設
住
宅
課

（
一
級
建
築
士
事
務
所
）
が
担
当
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州 

「
市
田
柿
工
房
拡
張
工
事
」竣
工

詳細に査定する白菜担当者

【新施設概要】
建物　鉄骨造２階建、延べ床面積３，３７０．７５㎡
設備　生柿選別設備　３条１系列　１日当たり処理能力２０ｔ
　　　柿剥き設備　皮剥き機２０台　１日当たり処理能力２０ｔ
　　　減圧乾燥庫　２０台（１０台増設）　１日当たり入庫量１２ｔ
　　　予冷庫
【既存施設増設概要】
設備　干柿選別設備　６条３系列（２条増設）１日当たりの処理量１２ｔ
　　　包装設備　縦ピロー包装設備の増設
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第
１
０
１
回
を
迎
え
た
夏
の
全
国
高

校
野
球
選
手
権
に
て
毎
日
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
長
野
県
大
会
は
も

と
よ
り
甲
子
園
で
の
選
手
の
皆
さ
ん
の

が
ん
ば
り
に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り

で
し
た
。

　

さ
て
こ
の
た
び
、
平
成
30
年
度
の
食

料
自
給
率
が
農
水
省
か
ら
公
表
さ
れ
ま

し
た
。食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

で
は
37
％
と
前
年
か
ら
１
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
、
目
標
45
％
に
は
大
き
く
及
ば
ず

過
去
最
低
値
を
更
新
し
ま
し
た
。
都
道

府
県
別
で
は
12
道
県
で
上
昇
・
22
県
で

低
下
と
な
り
、
長
野
県
は
54
％
と
前
年

か
ら
１
ポ
イ
ン
ト
増
で
し
た
。
全
国
的

に
は
農
業
耕
作
放
棄
地
拡
大
、
農
家
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
農

地
面
積
・
生
産
量
の
減
少
が
影
響
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
か
、
天
候
不
順
・
気
温
上
昇
・

降
雹
な
ど
に
農
産
物
の
作
柄
も
左
右
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、

さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の

で
、
今
の
う
ち
か
ら
の
対
策
と
準
備
お

よ
び
A
I
等
の
活
用
に
よ
る
効
率
化
へ

の
転
換
が
よ
り
注
目
さ
れ
て
い
く
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
夏
県
内
で
最
高
気
温
を
更
新
し

た
市
町
村
も
あ
り
ま
し
た
。
お
盆
も
過

ぎ
朝
晩
は
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

が
、
残
暑
は
厳
し
い
の
で
、
体
調
管
理

に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！ 

（
Y
）

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野菜種苗センター 95 96 97 
生 産 振 興 部 計 95 96 97 
米 穀 5,893 102 107 
果 実 2,435 79 66 
野 菜 花 き 19,473 88 84 
き の こ 4,565 106 113 
営 業 3,311 87 94 
生 産 販 売 部 計 35,677 91 90 
包 装 資 材 2,567 96 107 
生 産 資 材 4,069 99 91 
農 業 機 械 2,627 103 98 
施 設 住 宅 2,716 214 215 
生 産 購 買 部 計 11,979 113 111 
畜 産 4,460 107 100 
三 岳 牧 場 106 112 107 
SPF 繁殖センター 104 103 100 
酪 農 5,981 98 98 
八 ヶ 岳 牧 場 84 97 92 
畜 産 酪 農 部 計 10,735 102 99 
燃料・ホームエネルギー 7,906 105 99 
Ｓ Ｓ 協 同 経 営 3,713 100 95 
生 活 4,090 100 100 
生 活 部 計 15,709 103 98 
長 野 県 本 部 計 74,195 98 96 

令和元年度7月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

（内部販売高含む）

9月の動き▶
8月30日（金）～
10月31日（木） 長野県産秋白菜キャンペーン 野菜花き課

9月5日（木）・
6日（金）

2019なんしんフラワーフェア
JA信州諏訪「JA会館ふじみ」

中信事業所
生産販売課

実施中～
11月30日（土）

長野県JA産きのこキャンペーン
「秋は、きのこdeコーデ～技ありコーデで、
ほっこり、おいしく、うつくしく。～」

きのこ課

9月14日（土） 松本山雅FCアウェイ戦ブドウPRイベント
ノエビアスタジアム（神戸市）

総務広報課

9月29日（日） 松本山雅FCホームゲーム「JA全農長野デー」
サンプロ・アルウィン（松本市）

総務広報課

【北信事業所　生活課　小
こ
池
いけ
 隼
はや
仁
と
】

　LPガス業務を担当させていただいております。
ライフラインに関連する事業なので学ぶことが
多く、日々勉強の毎日ですが上司や先輩方に良
くしていただいており元気に過ごせています！
趣味は家庭菜園で、夏真っ盛りの今はトマトや
トウモロコシなどの収穫にいそしんでいます。

精一杯頑張ります。よろしくお願いします!!サッカーも得意です!!

【北信事業所　生産販売課　宮
みや
﨑
ざき
 泰
たい
輔
すけ
】

　はじめまして北信事業所の生産販売課に配属
されました。宮﨑泰輔と申します。出身は上田
市で今も上田から事務所まで通っています。学
生時代はスキーをやっており、大学では北海道
でスキーをしていました！北海道では農業やホ
タテ漁などのアルバイトをして貴重な体験をす
ることができとても楽しかったです。本会では
持ち前の諦めない心と体力を生かしていきたい
と思っています。よろしくお願いいたします。

新 採 用 職 員 紹 介

なんしんフラワーフェア推進協議会は、JA信州諏訪、JA上伊那、
JAみなみ信州管内の生産者が丹精込めて作り上げたキク、カー
ネーション、ダリア、トルコギキョウ、アルストロメリアなど、約300
点が一堂に会する花のイベントを開催します。
会場では品評会のほか、パック花の販売や品評会に出品された花
の予約販売をいたします。
夏の南信の美しい花を、ぜひ会場でご覧ください。

◆一般公開、パック花等の販売
2019年 9月5日（木）PM3:00～6:00／6日（金）AM9:00～PM2:00
（品評会出品花のご予約）
・日時／一般公開時　・お渡し／9月6日（金）PM2:00～3:00
◆会　場　　JA信州諏訪「JA会館ふじみ」　〒399-0211　諏訪郡富士見町3577
◆入場料　　無料

9月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

9月5日（木） 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 ハクサイ

9月12日（木） 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 えのきたけ

9月18日（水） 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 新米

9月19日（木） 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 梨（南水）

9月25日（水） 11:50 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「暮らしの応援団」 きのこ課

9月26日（木） 10:13 SBCラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでい内「ラジオカーレポート」 プラム（シナノパール）

毎週火曜日 16:10 SBCラジオ 情報わんさかＧＯ！ＧＯ！ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 信州の牛乳・乳製品に関する様々な情報を
お届け。リスナープレゼントもあります。

野菜花き課から

2019なんしん
フラワーフェアのお知らせ

長野県ＪＡ産きのこキャンペーン

「 秋は、きのこdeコーデ
～技ありコーデで、ほっこり、おいしく、うつくしく。～」

【対象商品】パッケージに、「信州（三ツ山）マーク」
が付いている全てのきのこ商品
【応募方法】「信州（三ツ山）マーク」5枚をはがきに貼って必要
事項を記入し、①住所②氏名③電話番号④ご希望の商品⑤
ご利用スーパー名及び店舗名を明記のうえ、ご応募ください。

〈宛先〉 〒380-8799　長野中央郵便局　局留
 ＪＡ全農長野「長野県ＪＡ産
 きのこキャンペーン」係　宛

裏表紙もご覧ください。

JA全農長野　きのこキャンペーン詳しくは、

10 9



JA 全農長野ホームページ… https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」… https://www.ja-town.com
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